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１．１．１．１．動機動機動機動機
 沖縄県の河川は、一般的に流路が短く、流域面積や流水量も少ないため、汚濁物質の流入
による影響を受けやすい状況である。また、一方で私たちの生活の向上や都市流域の人口の
集中化により、生活排水の水質汚濁に占める割合が大きくなっているとされている。観光立
県である沖縄県にとって、「海」は大切な観光資源である。その「海」へと繋がる「河川」が、
現在どのような状況におかれているかを調べることにより、沖縄県の水辺の環境について考
えたい。

２．２．２．２．目的目的目的目的
 河川等の水質や微生物等を調べ、人間の活動と「河川」の間にどのような関係があるのか
を調べる。また、ろ過装置を設置して水質が改善するかを調べる。

３．３．３．３．研究内容研究内容研究内容研究内容・研究方法・研究方法・研究方法・研究方法
 自然の河川・住宅地近くの用水路・農業地近くの用水路・公園の池等のポイントを設置し、
それぞれの地点の水を採取し、パックテスト（ 検査）を行う。また、顕微鏡を用いて採
取した水中の微生物の観察を行う。また、実際にろ過装置を作成し、効果を調べながら複数
回ろ過実験を行う。最終的には、試作品を完成させ、河川に設置した前後の水質が変化する
かどうかを調べる。これらを調べるために、３つのチームを編成した。

（１） 水質調査チーム・・・・パックテストを用いて、水質を調べる。河川の状況（分岐
する・合流する等）を調べる。

（２） 微生物調査チーム・・・顕微鏡を用いて、採取した水の観察を行う。その周辺に生
               息している魚等の生物の観察も行う。
（３） ろ過装置作成チーム・・ろ過装置を作成し、複数回のろ過実験を行う。その結果か

ら効果的なろ過装置を作成し、実際に河川に設置する。








 

     ●実際の活動の様子（左・中央：水質調査、右：ろ過実験の様子）



【水質調査を行った地点】
①天願川（上流・下流） 

②シーサー公園（上流・下流）

③越来城水辺公園

④八重島公園付近

⑤県総合運動公園

⑥美東公園

⑦安慶田中学校付近

⑧古謝２・３丁目（住宅地）

⑨沖縄東中学校付近（畑の用水路）

４．４．４．４．実験の結果実験の結果実験の結果実験の結果
 （１）水の採取場所と水質調査・微生物の観察 （７月２８～８月２０日実施）
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場所 元の数値 ① ② ③ ④

COD
（化学的酸素要求量）

4 4 8以上 ８以上 ８以上

アンモニウム態窒素
（NH４　　-N）

0.2 0.2 0.2以下 0.2 0.2

亜硝酸態窒素
（NO２　-N）

0.02 0.1 0.05 0.02 0.2

硝酸態窒素
（NO３　-N）

1 0.2 0.2 2 2

りん酸態りん
（PO４　 －P）

0.05 0.0２以下 0.2以下 0.05 1

＋

－

－

３－

①①①① ②②②② ③③③③ ④④④④

（２）ろ過装置の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回は、ペットボトルを利用して試作品を作成した。川の高さ 

            を考慮して、２つのペットボトルを繋げて高さを出した。繋げる 

部分に接着剤等を利用しようと考えたが、結果や河川への影響も 

考え、布製のガムテープを使うことにした（隙間をつくり貼る）。 

             しかし、河川の選定に時間がかかってしまったため、今回の発 

            表では実際の河川に設置して、観察を行うことが出来なかった。 

            冬休み期間等を利用し、設置を行い、結果をまとめたい。 

 

 

【考察を行うにあたって】 

 ①COD・・・試料水中に非酸化性物質がどれだけあるかを示す。数値が高いだけでは、反 

応しやすい物質があるとしかわからないが、生活雑排水には COD 値を大きく 

する有機物が多く含まれていることもわかっている。 

  ②アンモニウム態窒素・・・水中に存在する場合、下水・屎尿・工場排水に由来する蛋

白質や有機窒素化合物が腐敗、分解する過程で発生したも

のである。数値が高いと、流入が予想される。 

  ③亜硝酸態窒素・・・主に各種工場排水・肥料・屎尿・下水などの混入によるアンモニ 

            ア態窒素の酸化過程で生じるものなので、水の汚染を推定する重 

            要な一指標となる。 

  ④硝酸態窒素・・・・水道水の水質基準では、硝酸・亜硝酸態窒素の合計が１０ｍｇ/L 

            以下と定められている。きれいな川の上流・地下水等では、窒素 

化合物は主に硝酸態窒素の状態で存在している。  

  ⑤りん酸態りん・・・りん酸イオンは肥料や合成洗剤、食品などの広範囲に含まれてい 

            る。この数値が高い程、富栄養化している。 

 

 

 

５．考察５．考察５．考察５．考察    

①天願川（自然の河川）       ＊右写真・・・天願川上流 

   上流より下流の方が COD 値が高いため、下流にいくにつれて、 

ごみや生活排水が流入して汚染されていると考えられる。 

また、洗剤等の生活排水が流れこんでいるため pH が高くな  

っている。全体的にりん酸態りんやアンモニア態窒素の数値 

が低かったのは、流域に畑が比較的少ないことが考えられる。 

   

②シーサー公園・美東公園（住宅街内にある公園内の河川等） 

   住宅街にある公園を流れている川・池は COD の値が高く、生 

活排水の流入が考えられる。また、上流より下流の方が硝酸態窒素・亜硝酸態窒素の 

値が低いため、地質などに硝酸イオンが含まれている場合も考えられる。下流にいく 

とりん酸態りんの数値があがるため、下水が流入して汚染されていったと考えられる。 

   

③県総合運動公園・越来城水辺公園（比較的自然が多い河川） 

   COD の数値や亜硝酸・硝酸態窒素の数値が比較的に小さかった。りん酸態りんなど 

の数値が目安となる数値を超えたものの、他の項目の数値は比較的に目安の範囲内で 

あったため、きれいであると判断できると思う。 

   

④古謝２丁目・３丁目、安慶田中学校付近（住宅街に大きな用水路がある） 

   COD とりん酸態りんは、場所によって数値が異なっていた。また、COD の値が測定でき 

なかったのは、測定のミスが考えられる。目安となる数値を少し上回っている項目が 

多く、若干ではあるが、汚染されていると考えられる。 

   

⑤沖縄東中学校付近（畑近くの用水路） 

   COD の数値が０になり、亜硝酸・硝酸態窒素の値が比較的高い数値が検出されたため、 

COD の数値の測定ミスであると言える。りん酸態りんの数値や亜硝酸・硝酸態窒素の 

数値が高いため、畑の肥料等の流入が考えられる。 

   

⑥総合して、法律や基準があるため水質を調べる基準となる数値が極端に高いというこ

とはないが、場所によって異なること、生活排水が河川に流入している場所があり、

今後の環境に影響を与える恐れがある場所があることがわかった。 

６．６．６．６．反省反省反省反省    

  ①水を表層部からしか採取できなかったため、微生物と人間の生活の相関を得る実証す 

   ることが出来なかった。（下まで降りられる場所が少なかったため） 

   

②ろ過装置を実際に設置し、水質の調査を行うことができなかった。 

   

③水を採取するポイントが限られていた。広範囲の調査ができなかった。 

   

④微生物は季節・時間帯でも異なることを知らず、採取する水の条件を統一することが 

できなかった。 

７．感想７．感想７．感想７．感想    

  今回の新報サイエンスクラブに参加して、自分達の知識を深め、沖縄の現状を知る良い 

  機会になった。微生物の生息する環境や、時間や季節によって生息する種類が違うこと、 

  水質と生活の関係、ろ過装置について学ぶことができ、本当に良い機会になった。 
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            を考慮して、２つのペットボトルを繋げて高さを出した。繋げる 

部分に接着剤等を利用しようと考えたが、結果や河川への影響も 

考え、布製のガムテープを使うことにした（隙間をつくり貼る）。 

             しかし、河川の選定に時間がかかってしまったため、今回の発 

            表では実際の河川に設置して、観察を行うことが出来なかった。 

            冬休み期間等を利用し、設置を行い、結果をまとめたい。 

 

 

【考察を行うにあたって】 

 ①COD・・・試料水中に非酸化性物質がどれだけあるかを示す。数値が高いだけでは、反 

応しやすい物質があるとしかわからないが、生活雑排水には COD 値を大きく 

する有機物が多く含まれていることもわかっている。 

  ②アンモニウム態窒素・・・水中に存在する場合、下水・屎尿・工場排水に由来する蛋

白質や有機窒素化合物が腐敗、分解する過程で発生したも

のである。数値が高いと、流入が予想される。 

  ③亜硝酸態窒素・・・主に各種工場排水・肥料・屎尿・下水などの混入によるアンモニ 

            ア態窒素の酸化過程で生じるものなので、水の汚染を推定する重 

            要な一指標となる。 

  ④硝酸態窒素・・・・水道水の水質基準では、硝酸・亜硝酸態窒素の合計が１０ｍｇ/L 

            以下と定められている。きれいな川の上流・地下水等では、窒素 

化合物は主に硝酸態窒素の状態で存在している。  

  ⑤りん酸態りん・・・りん酸イオンは肥料や合成洗剤、食品などの広範囲に含まれてい 

            る。この数値が高い程、富栄養化している。 

 

 

 

５．考察５．考察５．考察５．考察    

①天願川（自然の河川）       ＊右写真・・・天願川上流 

   上流より下流の方が COD 値が高いため、下流にいくにつれて、 

ごみや生活排水が流入して汚染されていると考えられる。 

また、洗剤等の生活排水が流れこんでいるため pH が高くな  

っている。全体的にりん酸態りんやアンモニア態窒素の数値 

が低かったのは、流域に畑が比較的少ないことが考えられる。 

   

②シーサー公園・美東公園（住宅街内にある公園内の河川等） 

   住宅街にある公園を流れている川・池は COD の値が高く、生 

活排水の流入が考えられる。また、上流より下流の方が硝酸態窒素・亜硝酸態窒素の 

値が低いため、地質などに硝酸イオンが含まれている場合も考えられる。下流にいく 

とりん酸態りんの数値があがるため、下水が流入して汚染されていったと考えられる。 

   

③県総合運動公園・越来城水辺公園（比較的自然が多い河川） 

   COD の数値や亜硝酸・硝酸態窒素の数値が比較的に小さかった。りん酸態りんなど 

の数値が目安となる数値を超えたものの、他の項目の数値は比較的に目安の範囲内で 

あったため、きれいであると判断できると思う。 

   

④古謝２丁目・３丁目、安慶田中学校付近（住宅街に大きな用水路がある） 

   COD とりん酸態りんは、場所によって数値が異なっていた。また、COD の値が測定でき 

なかったのは、測定のミスが考えられる。目安となる数値を少し上回っている項目が 

多く、若干ではあるが、汚染されていると考えられる。 

   

⑤沖縄東中学校付近（畑近くの用水路） 

   COD の数値が０になり、亜硝酸・硝酸態窒素の値が比較的高い数値が検出されたため、 

COD の数値の測定ミスであると言える。りん酸態りんの数値や亜硝酸・硝酸態窒素の 

数値が高いため、畑の肥料等の流入が考えられる。 

   

⑥総合して、法律や基準があるため水質を調べる基準となる数値が極端に高いというこ

とはないが、場所によって異なること、生活排水が河川に流入している場所があり、

今後の環境に影響を与える恐れがある場所があることがわかった。 

６．６．６．６．反省反省反省反省    

  ①水を表層部からしか採取できなかったため、微生物と人間の生活の相関を得る実証す 

   ることが出来なかった。（下まで降りられる場所が少なかったため） 

   

②ろ過装置を実際に設置し、水質の調査を行うことができなかった。 

   

③水を採取するポイントが限られていた。広範囲の調査ができなかった。 

   

④微生物は季節・時間帯でも異なることを知らず、採取する水の条件を統一することが 

できなかった。 

７．感想７．感想７．感想７．感想    

  今回の新報サイエンスクラブに参加して、自分達の知識を深め、沖縄の現状を知る良い 

  機会になった。微生物の生息する環境や、時間や季節によって生息する種類が違うこと、 

  水質と生活の関係、ろ過装置について学ぶことができ、本当に良い機会になった。 


